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序

盛岡市は，北上平野を縦断する北上川と，その東西に位置する奥羽山脈と北上山

地から流れ出る雫石川・中津川との合流点に位置し，雄大な岩手山や姫神山を望む

約30万人の人口を抱える岩手県の県都です。北東北の拠点都市として緑豊かな環

境と高度都市機能の調和したまちづくりを目指しています。

市内には旧石器時代から江戸時代まで， 786箇所の遺跡が存在します。その中に

は，国・県・市指定の史跡として保存・活用が図られているものもありますが，各

種開発等によって姿を変え 消滅していく遺跡があることも事実であります。

盛岡市では，文化財保護の立場から，国の補助を受け市内各地の個人住宅建設に

ともなう調査を継続的に実施しており，当市の歴史を紐解く上で，大変貴重な成果

をあげております。

本書は，平成22・23年度に実施した市内遺跡群の発掘調査の報告書であります。

西黒石野遺跡では縄文時代前期の集落が確認されています。また， 二又遺跡では 10

世紀代の竪穴住居跡が発見されるなど，貴重な成果が得られています。市民の皆様

の地域理解の一助としてまた学術的な研究資料として広く活用いただけましたら

幸いと存じます。

最後に事業の実施や調査・報告書の作成にあたり，ご理解とご協力をいただいた

ご指導やご助言くださった文化庁記念物課，岩

手県教育委員会生涯学習文化課をはじめ関係機関の皆様に厚く御礼申し上げます。

地権者ならびに多くの市民の皆様，

平成25年3月

盛岡市教育委員会

葉千教育長



初
v

一平成 22・23年度発掘調査報告 」である。「盛岡市内遺跡群本書は，1 

遺跡の学び館職員と協議して編三品花菜子が行い，本書の執筆は神原雄一郎，佐々木亮二，佐々木紀子，

集した。

2 

平面直角座標X系を座標変換した調査座標 (RX:tO，)で表示した。日本測地系遺構平面位置は，3 

Y +29.500 X -34.000 小山遺跡Y +26，000 X -29.000 西黒石野遺跡

Y +24，000 X -36.000 二又遺跡

高さは標高値をそのまま使用している。4 

土層図は堆積のしかたを重視し，線の太さを使い分けた。土層注記は層理ごとに本文でふれ，個々の層位5 

については割愛した。層相の観察にあたっては 『新版標準土色帖.1(1994小山正忠・竹原秀雄)を参考にした。
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遺構記号は次のとおりとした。
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茜 (23 年度~)綾，福島米i事三品花菜子 (23 年度~)，渡退久美子，

小西治子 (~22 年度)

山岸佳澄 (22 年 7 月~)相馬容子 (~22 年 6 月) ， 佐々木逸人 (~23 年 10 月 )， 

山野友海 (23 年 11 月 ~)
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[発掘調査・室内整理作業]

阿部正幸， 天沼芳子，伊藤敬子，及川京子， 長内理恵，嘉糠和男，川村久美子，工藤エキ， 熊谷あさ

子，小松愛子，佐藤和子，佐藤公一，佐藤美智子， 竹花栄子，谷藤貴子，千葉ふさ子，千葉留里子，

袴田英治， 日野杉節子，平賀異利子，藤田友子，細田幸美，藤原亮子，武蔵照子，山下摩由美

[地権者・調査協力]

大沢衛，永沼鉄平，西友子，松下園雄，岩手県教育委員会

8 発掘調査にともなう出土遺物および諸記録は，盛岡市遺跡の学び館で保管している。

0遺物の表現について

(1) 土器- 土器の区分は，縄文土器・土師器・あかやき土器・須恵器に大別した。

a 縄文時代早期，前期初頭に属する土器の実測図・拓本の縮小率は1/2とし，その他は 1/3

とした。

b 挿図の土器の配列は器種・器形・文様モチーフ及び施文技法でまとめた。

c 縄文土器で稜線・沈線は実線・破線で表し，陰影は表現していない。

d 土師器の黒色処理や彩色されたものは，網目(スクリーントーン)で表現した。

(2 ) 石器

a 剥片石器の縮小率は1/2，機石器は1/3とした。

b 石器の展開順序は，基本的に左側に表面(背面)，中央に右側面，右側に裏面(腹面 主要

剥離面)を配列し，必要に応じて側縁・縦断面・横断面を付け加えた。

c 挿図の配列は出土層位順に配列しさらに器種ごとにまとめ，配列した。

d 剥片石器の摩擦痕は網目(スク リーントーン)で示し磯石器の自然面はドッ トで示した。

(3 ) 土製品-石製品

a いずれも縮小率を1/2とした。

b 挿図の配列は出土した層位順としさらに器種ごとにまとめて配列した。

(4 ) 挿図中の記号番号は，遺物の出土地点及び出土層位を表している。

(例) G 6 -A20 illa層 (例) 1号墓 A層 → 1号墓A層より 出土

↓↓↓  

※l ※2 ※3 

※ 1 大グリッド…・・遺跡、の全体を 50mメッシュで区切り設定した。北西隅を起点に西から東に

A.B・C・・・のアルファベット，北から南には 1・2・3・・・のアラビア数字を付し，

A 6， C12なと両方の組み合わせでグリッド名を表した。

※2 小グリッド・・・・・・大グリッドの中をさ らに2mメッシュで区切り 北西隅を起点として西から

東にA-Yのアルファベット，北から南に 1-25のアラビア数字を付し，グリッド名は両方

の組み合わせで表した。

※3 遺物の出土層位を示す。

0遺構の表現について

各遺構の平面図で，複数の遺構を同一図面に表示する場合，説明する遺構は実線で表し，重複遺構は一点

鎖線で表し掘込面に層位差のある重複遺構は二点鎖線で表した。

土層図は堆積のしかたを重視し，線の太さを使い分けた。層相の観察にあたっては『新版標準土色帖』

(1994小山正忠 ・竹原秀雄)を参考にした。
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1 .平成22・23年度発掘調査の概要

1 .平成22年度事業の概要

市内の遺跡 盛岡市内には，現在786箇所の遺跡が周知の埋蔵文化財包蔵地として登録されている。近年では

周知の遺跡内における大規模公共事業(区画整理，道路等)，各種民間開発，個人住宅建築等の土地

開発にともなう事前の発掘調査や試掘調査を毎年30件前後実施している。平成22年度は発掘調

査 ・試掘調査(公共事業 ・各種民間開発・ 個人住宅等)をあわせて 31件実施した。

発掘調査 平成22年度の国庫補助事業(盛岡市内遺跡群発掘調査事業)で実施した発掘調査は，本調査が西

黒石野遺跡第 13次，小山遺跡第35次調査，二又遺跡第9. 10次調査，志波城跡、第 104次調査の5

件である。なお， 志波城跡第 104次調査については， ['志波城跡 平成20・21・22年度発掘調査概

報一J(2011. 3)で報告済である。

遺跡、名 所在地 調査期間 調査面積 調査原因

西黒石野遺跡、(第13次) 盛岡市黒石野2丁目35-22
10.06.l0 

350m' 個人住宅建築
10.06.29 

小山遺跡(第35次) 盛岡市東中野町17-1
10.07.26 

200m' 個人住宅建築
10.08.23 

二又遺跡(第9次) 盛岡市下飯岡1-59-9
10.06.01 

500ぱ 個人住宅建築
1O.06.l0 

二又遺跡(第10次) 盛岡市下飯岡1-55
10.06.04 

40m' 農業用倉庫建築
10.06.09 

志波城跡(第104次) 盛岡市中太田方八丁70-5
1O.09.l4 

184ぱ
史跡現状変更

10.l0.l2 (個人住宅建築)

第1表平成22年度盛岡市内遺跡群発掘調査事業調査遺跡一覧

2. 平成23年度事業の概要

発掘調査 平成23年度は 発掘調査 ・試掘調査をあわせて23件実施した。このうち国庫補助事業(盛岡市

内遺跡群発掘調査事業)で実施した発掘調査は，試掘調査の安庭館遺跡第4次調査，町田遺跡第 16・

17次調査，前九年遺跡第5次調査の4件である。 いずれも遺構・ 遺物は確認されなかったため第2

表に所在地-調査期間 ・調査面積を示すのみとした。

遺跡名 所在地 調査期間 調査面積 調査原因

安庭館遺跡(第4次) 盛岡市東中野字五輪39-1
11.11.28 

11.11.29 
21ぱ 個人住宅建築

町田遺跡(第16次) 盛岡市乙部30-45-2 11.05.l8 75ぱ 個人住宅建築

町田遺跡(第17次) 盛岡市乙部30-71-2 12.01.17 42m' 個人住宅建築

前九年遺跡(第5次) 盛岡市前九年2丁目217-3 11.11.23 37ぱ 個人住宅建築

第2表平成23年度盛岡市内遺跡群発掘調査事業調査遺跡一覧



3. 盛岡の地形・地質

盛岡市は東に北上山地，西に奥羽山脈を擁し北西には岩手山 (2.038m)を望む。中央の北上平

野には東北ーの大河である北上川が流れる。北上山地と奥羽山脈は，構成する地質やその形成年代

が異なるため，東西の地形の様相は大きく異なる。また，岩手山を含む八幡平火山地域の火山活動

も盛岡の地質・地形に大きく影響を及ぼしている。

北上山地 北上山地は日本列島の中でも形成年代の古い地層が分布する地帯であり，地質構造上，古生代や

2 

中生代の堆積岩および花両岩からなる。北上山地はその主要な境界である早池峰構造帯により，北

部北上山地と南部北上山地に区分される。盛岡市東部は早池峰構造帯の西縁にあたる。これらの山

地縁辺には，中津川-築川などの北上川水系の河川やその支流により浸食された丘陵地や中位・低

位の段Eが発達している。

盛岡市北東部を流れる中津川は その最大支流である米内川と盛岡市浅岸付近で合流して水量を

増し市街地を西流して北上川と合流する。

築川は盛岡市東部，北上山地の分水嶺となる岩神山 (U03m)の西斜面より流れ，最大支流であ

る根田茂川と盛岡市水沢付近で、合-流し，閉伊街道(宮古街道)に沿って蛇行しながら，盛岡市東安

庭付近で北上川と合流する。その流れはE陵地や高位段正面を開析して流域沿いに中・小規模な低

位段丘を形成する。

第1図盛岡周辺の主な遺跡 (1: 100，000) 



奥羽山脈 奥羽山脈は北上山地に比べると比較的新しい新第三紀からなる非火山地域と，第四紀に形成され

た新規火山地域に区別される。岩手山はこの新規火山地域に含められる。奥羽山脈より東流する雫

石川は， 雫石盆地を形成し盛岡市北の浦付近において急激に流路が狭められ，北上平野に流れ込む。

雫石川北岸および南岸ではその地質が大きく異なる。

雫石川北岸には，岩手山起源の大石渡岩層なだれ堆積物を基盤とした火山灰砂台地 (滝沢台地)

が広がっている。その範囲は盛岡市北部から滝沢村北部まで広範囲に及んでいる。

雫石川南岸は， 雫石川の流路転換によって運ばれた土砂で形成された沖積段丘が広がっている。

その規模は東西約8.0km，南北3.5kmで，段丘上からは主に古代から江戸時代にかけての遺跡が多数

確認されている。現在は宅地造成や圃場整備が進み，旧地形を留めているところは少ないが，航空

写真などを見ると旧河道の流路が残された水田や古い住宅街の区割り等で確認できる。

4. 歴史的環境

旧石器時代 旧石器時代の遺跡は市街地から北東へ約 llkmの玉山区薮川字外山に小石川遺跡が所在する。山

間部の小河川に臨む台地上にあり ，後期旧石器時代の遺跡で木業形尖頭器や石核，剥片，台石など

が出土している。また，対岸には細石刃や石核の採集された大橋遺跡がある。

縄文時代 滝沢台地上に立地する大新町遺跡・大館町遺跡・安倍館遺跡からは， 草創期の「爪形文土器Jが

出土している。滝沢台地上には後続する縄文時代早期の遺跡が数多く存在し，前述の3遺跡以外に

も大館堤・館坂・前九年・宿田遺跡などで早期初頭~末葉の土器が出土している。

縄文時代前期は日本列島全体で温暖化が進み，遺跡数が増加し大規模な集落が出現する時期であ

る。しかし盛岡周辺に限っては北上山地内に散見するのみで遺跡の数は少ない。これは，約6，000

年前に起こった岩手山の山体崩壊による自然災害の影響が関連していると考えられている。

縄文時代中期になると遺跡数は爆発的に増加する。雫石川南岸の沖積平野を除く，広い地域に分

布する。繋 v.大館町 ・柿ノ木平・川 目C遺跡など，主要河川の流域に大規模な拠点集落が営まれ

るようになる。

後期から晩期には，集落の規模は小さくなり，遺跡数も減少する。柿ノ木平遺跡や大葛遺跡では

後期初頭の集落。蒋内遺跡や湯査遺跡では後期から晩期の集落が確認されている。また，宇登遺跡-

上平遺跡では晩期の遺物包含層 手代森遺跡では晩期の集落と遺物包含層が確認されている。

弥生~古墳 弥生時代の遺跡数は少ないが，浅岸地区の向田遺跡，堰根遺跡で前期(砂沢式期)や終末期(赤

穴式期)の土器を伴う竪穴住居跡が確認されている。古墳時代の集落遺跡は現在のところ確認され

ていないが，永福寺山遺跡や薬師社脇遺跡で北海道系の形態をもっ土坑墓群が検出されている。永

福寺山遺跡では後北C2-D式土器と古式土師器が共伴し，薬師社脇遺跡では古式土師器が埋納され

ていた。

古 代 古墳時代終末から奈良時代にかけて， 雫石川南岸等沖積面の遺跡が飛躍的に増加する。 7世紀中

ごろには上田蝦夷森古墳群， 8世紀代には太田蝦夷森古墳群，高舘古墳群などの終末期古墳が築造

され，野古A遺跡，台太郎遺跡，百日木遺跡などで安定した集落が形成される。

平安時代になると， 803年に陸奥田最北端の城柵志波城が造営された。志波城は陸奥北部地域の経

営拠点であると同時に，北方地域との結節点でもあったが，雫石川の水害を理由に， 813 年~814 年

に徳丹城(矢巾町)へ移転している。その後9世紀中ごろより，陸奥北部の経営は鎮守府胆沢城に

集約されていく 。志波城東側の林崎遺跡，大宮北遺跡，小幅遺跡では， 集落の中に官街的な建物群

が存在している。同様の建物跡は堰根遺跡でも確認されており，在地の有力者が律令体制を背景に

3 



台頭する様子がうかがえる。この時期の集落は沖積面だけではなく，上猪去・猪去館・新道 E遺跡

など，山麓台地や正陵の斜面部にも拡がりをみせる。

10世紀後半から 12世紀までの遺跡はひじように少ないが，大新町遺跡や上堂頭遺跡，高松神社裏

遺跡では 10世紀後半頃の掘立柱建物や竪穴と土器が出土している。

12世紀の村落や屋敷，居館の遺構は落合遺跡や堰根遺跡，稲荷町遺跡などで確認されている。ま

た平泉藤原氏の影響下にあったと考えられる宗教遺跡も多数存在する。12世紀以降，街道筋や山

頂などに経塚が築かれるようになり，内村遺跡では経塚に埋納したとみられる常滑の大聾が出土し

ているほか，湯壷経塚からは常滑の三筋文壷，一本松経塚からは渥美の壷が発見されている。大宮

遺跡では大溝から 12 世紀~13 世紀のかわらけが出土している 。

中 世 鎌倉時代から室町時代については，台太郎遺跡で居館と村落跡， 墓域等が確認されている。戦国

期の盛岡周辺は，南部氏，斯波氏などの衝突が激しかった地域であるが，市内に数多く分布する城

館跡の多くは，室町時代から戦国時代のものと考えられている。これらの城館跡は正陵や山頂など

見晴らしいい場所だけでなく，平野部の微高地などにも多数築かれている。現在の盛岡城の場所に

は南部氏の家臣であった福士氏が築いた北館(慶善館)，南館(淡路館)からなる不来方城が存在した。

近 世 現在の城下の町並みの形成は，その南部氏の盛岡城築城から始まる。

4 

九戸合戦終結後の天正19年(1591)，南部信直は帰還する豊臣箪の軍監浅野長政から不来方城に

おいて，この不来方の地に新城を築くよう，積極的に奨められている (r祐清私記.D。信直の居城三

戸城は，周囲を山に固まれて堅固な構えではあるが，広い田畑もなく，決して豊かな土地ではない

こと，対して不来方の地は前方に田畑が広がり，背後には大河が流れ，周囲の山河，街道に至るま

で利に適った場所であることから，是非この地に新城を築くべきであると説かれた。その後，慶長

3年 (1598)より盛岡城の築城は始まり，寛永10年(1633)に一応の完成をみる。

その後， 石垣補修に係る発掘調査により，盛岡城は 1~5期の変遷を経て現在に至っていること

が判明している。

盛岡城は当初の基本的縄張りに浅野長政が関わり，実際の築城工事には前田利家の家臣内堀伊豆

世頼式が奉行並として参画していたことから，戦国期の北奥地域の城館とは大きく異なり，総石垣

の豊臣系城郭として囲内最北の事例となっている。



ll.西黒石野遺跡(第 13次調査)

1 .遺跡の環境

( 1 )遺跡の概要

遺跡の位置 西黒石野遺跡は，盛岡市の中心部より北へ約4.5kmの盛岡市黒石野二丁目地内に位置する(第l

図)。 以前は畑や果樹園等が多かったが，現況は近年の開発による宅地化が進んでいる。遺跡の範囲

は東西約 500m，南北約 500m と推定され，標高は 148~170mで、ある 。

地形・地質 西黒石野遺跡は北上川東岸 四十四日丘陵の裾に発達する河岸段E西辺に位置し，段丘は四十四

田丘陵より流れる沢の開析により，いくつもの舌状地形に分かれており，全体的に起伏の多い地形

となっている。西黒石野遺跡を含む周辺一帯は，渋民火山灰層，分火山灰層などの主に岩手山・秋

田駒ヶ岳に噴出起源、をもっ火山灰で構成される。

周辺の遺跡 西黒石野遺跡を始め四十四国丘陵には数多くの遺跡が立地している。南側には黒石野平遺跡 (縄

文時代早期~晩期，平安時代)，7世紀の土師器斐，衝角付宵環状錫製品，琉王白原石などの副葬品

が出土した上田蝦夷森古墳群右京長根遺跡(縄文時代)，高松神社裏遺跡(縄文時代前期~中期・

平安時代)，など縄文時代から平安時代にかけての遺跡が分布している。また近世の奥州道中の街道

筋にあたり，上田一里塚(県指定史跡)が築かれている。

過去の調査 盛岡市教育委員会による発掘調査は，平成2年の宅地造成に伴う第l次調査以降，現在まで 13次

にわたり実施されている(第2図)。

次数 所在地 調査原因 面積 期間 検出遺構・遺物

盛岡市黒石野二丁目7外
90.05.07 縄文時代早~中期竪穴住居跡12棟土坑75基平l 宅地造成 3.l80ぱ
90.07.28 

安時代竪穴住居跡I棟土坑1基近世以降溝6
条.縄文土器，石器

試2 盛岡市黒石野二丁目18番l外 個人住宅建築 258m' 90.0911 遺構遺物なし

試3 盛岡市黒石野二丁目18-1ほか 庖舗建設 366ぱ 92.l1.09 遺構遺物なし

試4 盛岡市黒石野二丁目8-8，9，10 共同住宅建築 116m' 93.05.l8 遺構ー遺物なし

試5 盛岡市黒石野二丁目 7-15 住宅建設 33m' 94.05.l3 遺構遺物なし

盛岡市黒石野三丁目139-7ほか
個人住宅建築 95.09.25 土坑5基!縄文時代遺物包含層I平安時代竪穴住

6 
宅地造成

470ぱ
95.l0.06 

居跡2棟i時期不詳柱穴群縄文土器I土師器I須
恵器

7 盛岡市黒石野二丁目8の一部 個人住宅建築 770ぱ
96.05.l0 縄文時代陥し穴状土坑11基，土坑3基
96.05.24 縄文土器。石器

8 盛岡市黒石野三丁目146番2ほか 宅地造成 297m' 98.l0.22 遺構遺物なし

試9 盛岡市黒石野二丁目15-1ほか 宅地造成 1，864ぱ
95.l2.l8 
95.l2.20 

遺構造物なし

10 盛岡市黒石野二丁目加.21地割 宅地造成 2，889m' 
98.11.04 縄文時代土坑26基，平安時代竪穴遺構2棟
98.l2.15 縄文土器，土師器

盛岡市黒石野二丁目14ほか
03.08.l8 縄文時代早期竪穴住居跡2棟I11 宅地造成 6.630m' 純文時代中~後期陥し穴状69基?
03.12.04 平安時代土坑l基，縄文土器。石器

盛岡市黒石野二丁目沼番1ほか 共同住宅建築
09.06.01 縄文時代陥し穴状土坑10基，江戸時代大溝l条t

12 430m' 
09.06.22 

時期不詳溝跡1条土坑1;基
縄文土器，陶磁器

盛岡市黒石野二丁目35-22，24 個人住宅建築 350m' 
10.06.l0 縄文時代前期竪穴住居跡l棟。土坑4基。13 
10.06.29 

江戸時代土坑墓11基
縄文土器石器I陶磁器。古銭。柄鏡!箸

第3表西黒石野遺跡調査成果一覧
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2.調査成果

( 1 )平成 22年度の調査

平成22年度は，個人住宅建築に伴い第 13次調査を実施した(第3図)。

第 13次 第 13次調査区は遺跡、西辺部の末端に位置し南側を流れる沢に面している。調査の結果，縄文時

代前期の竪穴住居跡l棟と土坑4基，江戸時代の土坑墓 10基を検出した。調査期間は平成22年6月

10 日 ~6 月 29 日，調査面積は 350ばである 。

(2 )縄文時代の遺構と遺物

遺 構 縄文時代の遺構は竪穴住居跡l棟，土坑4基が検出された。RA003竪穴住居跡からは前期前葉の

土器が出土している。

R A003竪穴住居跡 (第4図)

時期 前期前葉 平面形 不整円形 重複関係 なし

規 模 長軸上端5.46m以上 ・下端5.l4m以上，短軸上端4.78m'下端4.36m.深さ 0.62m

掘込面 削平 検 出面 I a層(耕作土)直下

埋 土 自然、堆積によるもので層相により A~C層に大別される。

A層一黄褐色土を主体とし，スコリア粒を含む明黄褐色士の混入量で4層に細分される。

B層 暗褐色土を主体とし，スコリア粒を含む褐色土の混入量で4層に細別される。

C層一褐色シルトを主体とし，暗褐色土を少量~多量に含む。 3層に細別される。

炉の状態 地床炉を2つ検出した。 北側の炉の規模は長軸0.74m.短軸0.48mで，南側の炉の規模は長軸0.74

m.短軸0.31m以上をはかる。

壁の状態 外傾して立ち上がる。残存する箇所で深さは 0.62mをはかる。 床面の状態 ほぼ平坦

柱 穴 床面上に 14 口 (P1~14) 検出された。 P 1 . P 6 . P 7 . P 13は掘り込みが深く柱痕跡が認め

られた。各ピットの深さはP1 -l.lOm. P 2 -O.l9m. P 3 -0.46m. P 4 -0.48m. P 5 -0.26m. 

P 6 -0.61m. P 7 -0.64m. P 8 -O.llm. P 9 -O.lOm. P lQ-O.llm. P 1l-0.20m. P 12-0.64 

m. P13-0.65m. P14-0.71mで、ある。

土 器 (第5図1~20) 1 ~ ll は口唇部に刻目を施す深鉢で，口縁下には網目状の撚糸文が，体部下半

には羽状縄文が施される。12は体部に羽状縄文が施される尖底深鉢である。13はS字状連鎖沈文が

施される深鉢底部である 。 14 は体部下半に撚糸文が施される深鉢である 。 15~19 は体部に木目状撚

糸文が施される深鉢である。20は網目状撚糸文が施される深鉢である。

石 器 (第5図21~24) 21・22は背面右側縁部に調整を施す頁岩製の削器である。23は頁岩製の石錐

である。24は側縁両端に扶りを入れた石錘である。石材は砂質凝灰岩である。
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R 0071土坑 (第6図)

平面形 不整円形 重複関係 なし 掘込面 不明 検出面 1 a層直下

規 模 長軸上端 1.70m・下端 1.57m 短軸上端 1.48m下端 1.45m

埋 土 不明 壁の状態 断面はフラスコ形を呈する。深さは 0.98mをはかる。

遺 物 (第8図1・2) 1は体部に羽状縄文を施す深鉢である。2は沈線で区画された幾何学文に撚糸文

を充填する深鉢である。

R 0072土坑(第6図)

平面形 不整円形 重複関係 なし 掘込面 削平 検出面 Ia層直下

規 模 上端 1.22m.下端 1.08m

埋 土 自然堆積によるもので層相により A~B層に大別 される。

A層 階褐色土を主体とし，少量~多量の褐色土を粒~塊状に含む。 4層に細別される。

B層一明黄褐色シルト を主体とし，褐色土の混入量で3層に細別される。

壁の状態 垂直に立ち上がる。深さは 0.63mをはかる。

遺 物(第8図3・4) 3は体部に縄文を施す深鉢である。4は沈線による鋸歯状文を施す深鉢体部で、ある。

R 0073土坑 (第6図)

平面形 不整円形 重複関係 R D1009・1010に切られる 掘込面 削平

検出面 1 a層直下 規 模 長軸上端 1.68m .下端 1.81m 短軸上端 1.63m'下端 1.82m

埋士 不明 壁の状態 断面はフラス コ形を呈する。深さは 0.28mをはかる。

遺 物 (第8図5) 5は口縁部直下に3条の横位沈線文と縄文が施される高杯である。

R 0074土坑(第6図)

平面形 不整円形 重複関係 なし 掘込面 削平 検出面 1 a層直下

規 模 長軸上端1.42m .下端0.88m 短軸上端 1.28m .下端0.93m

I里 土 自然堆積によるもので層相により A~B層に大別される。

A層一暗褐色土を主体とし，少量~多量の明黄褐色シル トを含む。3層に細別される。

B層一褐色土を主体とし にぶい黄櫨の混入量で3層に細別される。

壁の状態 外傾して立ち上がる。深さは0.54mをはかる。

遺物 なし

(3 )近世の遺構と遺物

近世の土坑墓(第6図) 近世の土坑は 10基検出された。遺構の平面形は不正楕円形も しくは隅丸方形であり ，

規模は 0.73~ 1.31m . 深さは 0.04m~0.58m をはかる 。 また. R D1002・1003・1005・1006・1007・

1010からは人骨が見つかっており土坑墓と考えられる。RD1001・1004・1008・1009については，

削平されているものの，平面形の共通性や出土遺物から土坑墓の可能性が高い。
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土坑墓出土遺物(第 8 図 6~第 9 図 3 1) 6は隆帯上に刺突列を施す蓋の体部である。7は小波状を呈する翠

の口縁部である。8は口縁部が外反する肥前の小杯である。 9は草花文が施される瀬戸の染付小杯

である。10-21は寛永通賓である。寛永通賓の一文銭は，鋳造年代が文字の形態によって判明して

おり， 1期古寛永，2期新寛永(文銭)， 3期新寛永と大きく 3つに大別される cw近世の出土銭 E一

分類図版編一』兵庫埋蔵銭調査会， 1998) 0 10・14・15・19は1期古寛永であり， 12は背面上部に

文字がみられることから 2期新寛永でありその他は3期新寛永に属する。22-26は煙管である。煙

管は I-VI期に分けてとらえられる cr図説江戸考古学研究辞典1江戸遺跡研究会， 2001) 0 22は脂
反しが湾曲しているため N期であり， 23・26は湾曲が小さくなっていることから V期と考えられ，

24・25は湾曲がほぼみられなくなることから V-VI期のものと区分できる。27・29・30は柄鏡で

ある。 27は桔梗と南天が描かれ「藤山正歳」と銘が刻まれている。柄部分は欠損している。 29・30

は南天が描かれ 「藤原光長jと銘が刻まれている。 28は手鏡である。31は飾箸である。桐の葉を模

した装飾が先端部についている。
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(4)遺構外出土の遺物

土器 (第 10 図 1 ~第 11 図 49) 1は縄文を施す尖底深鉢の底部である。 2は横位の撚糸文が施される深鉢

体部である。 3-9は縄文が施される尖底深鉢の体部である。10・11は不整撚糸文を施す深鉢口縁

部である。12-27は羽状縄文を施す深鉢の口縁部および体部である。28-35は縦位の縄文を施す深

鉢である。36は不整撚糸文を施し，直下に縦位の縄文を施す深鉢口縁部である。37はS字状連鎖沈

文を施す深鉢体部である。38・40は縄文を施す深鉢体部である。39は深鉢体部の無文部分である。

41・42はS字状連鎖文ほ施す深鉢底部である。43は沈線による幾何学文の区画に縄文を充填する深

鉢体部である。 44は沈線による幾何学文の聞に撚糸文が施される深鉢体部である。 45・46は縄文が

施される深鉢体部である。47は三条の横位平行沈線文を施す高杯口縁部である。 48は横位の平行沈

線文と縄文が施される聾体部である。49は横位縄文が施される護体部である。

石器(第 11図50) 50は下端部に扶りを施す，流紋岩製の石錘である。

3.総括

検出遺構 西黒石野遺跡第 13次調査の結果，縄文時代前期の竪穴住居跡l棟， 土坑4基，江戸時代の士坑墓

10基を確認した。

縄文時代 縄文時代前期の竪穴住居跡は市内でもほとんど確認されておらず， 当時の様相を知る上で貴重な

成果となった。出土した土器は，器面にS字状連鎖沈文や網目状撚糸文を施す，所謂大木2a-b式

に相当する土器が主体を占めている。土坑からの出土遺物は少ないものの，縄文時代後期に属する

ものと考えられ，フラスコ形やビーカー形の断面形状から貯蔵用の土坑と推定される。

土坑墓 今回，確認された江戸時代の土坑墓は，その埋葬方法から 2形態に分類される。一つは膝を抱え

て座ったままの状態で埋葬する「座位屈葬Jと，もう一つは横倒レ伏態の「横臥屈葬」である。RDlOOl

-1003は平面形が方形の横臥屈葬で.RDl005-1007・1010は平面形が円形の座位屈葬に分類され

る。それ以外の土坑から人骨は出土していないが，平面形から RDl004・1008は座位屈葬.RDl009 

は横臥屈葬と考えられる。

副 葬 品 土坑墓には被葬者が生前使用していた物が，副葬品として納められている。陶磁器は三つの土坑

墓から肥前と瀬戸の小杯が出土しているが 17世紀末-18世紀初頭に位置付けられるものである。

陶磁器以外にも古銭，煙管，鏡，箸が出土している。古銭はいずれも寛永通賓で，第 1期古寛永と

第2・3期の新寛永に分類されるものである。煙管は形態分類から，概ね 18世紀後半-19世紀のも

のと考えられる。鏡は柄鏡と円鏡の2種類が出土している。 RDl003・1006出土の柄鏡の裏面には，

南天文と「藤原光長」の鏡師銘が施されている。RDl002出土の柄鏡には南天文，桔梗文と 「勝山正

歳」の銘がある。『鏡師名寄』によると「藤原光長」は宝永六年 (1709)と文久二年 (1862)の例が

あるとしている。「勝山正歳Jは，銘は記載されているが年代は不明で五ある。

土坑墓の年代 横臥屈葬(平棺)は座位屈葬(桶形木棺)よりも古い形態であることが判明している(江戸遺

跡研究会2001)。平棺の埋葬形式は 17世紀初頭に出現し，終わりごろには消滅している。 一方，楠

形木棺による形式は，江戸時代を通じて近代まで存続している。埋葬形式のみで考えると平面方形

のRDl001-1003・1009は17世紀に属すると考えられるが， 副葬された陶磁器の年代から 17世紀

末-18世紀初頭と推測される。その他の土坑墓は桶形木棺であることから，埋葬形式のみでは年代

を決定しがたいが，出土遺物の年代，特に煙管の形態から考えると 19世紀以降のものが主体となる

と考えられる。つまり，二つの埋葬集団には l世紀ほどの時間の聞きがあったと推測される。
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ill.小山遺跡、(第35次調査)

1 .遺跡の概要

( 1 )遺跡の環境

遺跡の位置 小山遺跡は盛岡市街地から南東に約2kmの盛岡市東中野町地内に所在する(第l図)。南に面し

た緩斜面に立地しており，以前は畑や果樹園を主体としていたが，現況は宅地開発が進み住宅地が

広がっている。遺跡東側には砂溜遺跡，和田遺跡，仁反田遺跡が分布しており，小山遺跡群として

包括されている。小山・砂i留遺跡の範囲は東西約1.2km，南北約0，8kmで、入り込んだ埋没谷によって両

遺跡は区分されている。標高は約 130~ 160mで、ある 。

地形・ 地質 盛岡市東部は，北部北上山地と南部北上山地の主要な境界である早池峰構造帯の西縁部にあたり，

小山遺跡、が立地するのは早池峰構造帯を構成する建石山山地の西縁に発達する丘陵地上である。遺

跡周辺は丘陵と埋没谷が入り組む地形でありながら，築川流域沿いに古い段丘面が残存する複雑な

様相を持つ地域である。小山遺跡より東に約2km離れた川目C遺跡では赤色風化層に覆われた円様

層が確認されている。

次数 所在地 調査原因 面積 期間 検出遺構 ・遺物

試l 盛岡市東中野104-1 個人住宅建築 20m' 82.08.10 遺構・遺物なし

試2 盛岡市東中野298-1 宅地造成 384ぱ 82.10.26 縄平安文時時代代前竪期穴住~居晩跡期包土含坑層，窯道具82.10.29 

試3 盛岡市東中野町78-2 個人住宅建築 13ぱ 86.12.09 縄文時代中期を主体とする遺構・遺物

試4 盛岡市東中野字水上79 共同住宅建築 5m' 87.06.09 縄文時代中期を主体とする遺構造物

試5 盛岡市東山一丁目202-1外 宅地造成 250ぱ 87.06.08 縄文時代中期の土器-石務87.06.09 

8 盛岡市東中野9-35 個人住宅建築 46ぱ 88.08.01 縄文時代中期を主体とする遺物包含層
88.08.04 

9 盛岡市東中野字水上23-3 個人住宅建築 100m' 88.08.08 縄文時代中期を主体とする遺物包含層88.08.23 

10 盛岡市束中野町23-8 個人住宅建築 34m' 88.0829 縄文時代中期を主体とする遺物包含層88.09.02 

14 盛岡市東中野町108-1 共同住宅建築 414m' 91.08.05 縄縄文文土時代器貯石蔵器穴l基，中世堀跡l条91.09.06 

試16盛岡市東山一丁目361-7 共同住宅建築 219ぱ 94.05.09 遺構・遺物なし

試18 盛岡市東中野町10香13号 個人住宅建築 97m' 95.07.31 縄文時代中期の土坑1基1遺物包含層縄文土器95.08.09 

試20 盛岡市東中野町27・1 共同住宅建築 1，829ぱ 97.04.21 縄文時代炉跡I基，遺物包含層，縄文土器

21 盛岡市東中野町28-3，30-6 個人住宅建築 67m' 97.06.09 縄坑文2基時，代遺物中期包竪含穴層住縄居文跡土器l棟。石，フ器ラ1土ス製コ状品土97.06.30 

試22 盛岡市東中野37-4，37-5 個人住宅建築 52m' 97.06.10 縄文土器

試25 盛岡市東中野町90-1ほか 宅地造成 190ぱ 98.07.25 土師器

試26 盛岡市東山一丁目346-2 土地売却 116m' 98.09.24 遺構・遺物なし

試29 盛岡市東中野町28-2 個人住宅建築 44m' 00.10.26 縄文土器

試30 盛岡市東中野75-10，75-11 個人住宅建築 52m' 02.12.11 縄縄文文時土代器。中石期器竪穴住居跡数棟，遺物包含層02.12.12 

試31盛岡市東中野298-1 宅地造成 332ぱ 05.09.13 縄竪文穴建時代物竪跡2穴4軍住，居遺物跡3包棟含，土層坑5基，
05.09.14 

試32 盛岡市東中野町29-1 駐車場造成 7lm' 07.07.04 遺構・遺物なし

試33 盛岡市東中野町117番地l 駐車場造成 461m' 07.07.05 平日安，溝時7代条竪穴縄住文居土跡器10土棟師以器上須土恵坑器15!基近世!江陶戸磁時器代柱穴2007.07.06 

試34 盛岡市東中野町17-1 個人住宅建築 84m' 10.06.10 縄縄文文土時代器造l土物師包器含，層須，恵、器，近世陶磁器

35 盛岡市東中野町17-1 個人住宅建築 200m' 10.07.26 縄縄文文時土代器前・石期器末竪穴住居跡l棟7遺物包含層10.08.23 

第4表小山遺跡調査成果一覧
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小山遺跡の南を流れる築;11は，盛岡市と宮古市の境界である区界付近に源流を持ち，途中最大支

流である根田茂;11と合流して水量を増し東安庭で北上川に合流する。築川中~下流域には築川の流

路移動によって形成された低位段Eが発達しており，川目 A.B遺跡や沢田遺跡など縄文時代中期

末葉以降の時代・時期を主体とする遺跡が立地する。 一方で、築川を見下ろす丘陵や高位段正上には

小山遺跡や川目 C遺跡など縄文時代早期から中期の時代・時期を主体とする遺跡が立地する。

過去の調査 小山遺跡における考古学的調査研究の歴史は古く，特に遺跡群の中核をなす小山遺跡は，大正~

昭和にかけて岩手県の考古学調査および文化財保護行政の先駆者であった小田島禄郎氏のコレクシ

ヨンの中にも実見することができる。昭和30年代になると，吉田義昭氏・奥健夫氏・古浮典夫氏に

よる資料の収集が始まり 収集された資料は岩手大学草間俊一教授によって小山 l類から 7類に細

分された。 1類は前期末葉 2類は中期初頭から前葉にかけての円筒上層A.B式に類似する土器

群， 3類は円筒上層C式に類似する土器群. 4. 5類は中期初頭の五領ヶ台式に類似する土器群，
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6類は中期中葉の大木8a式に類似する土器群， 7類は中期後葉の大木8b式に類似する土器群と

した (1958 盛岡市史 先史期 )。しかし小山遺跡を含む小山遺跡群において組織的な発掘調査は

昭和40年代後半まで実施されることはなく，さらに小山遺跡の中心部分であった舌状丘陵地では県

知事公舎・県公舎団地が未調査に近いまま建設され，遺跡の大部分は壊滅状態にあると言える。昭

和51年度から盛岡市教育委員会により住宅建設に係る試掘調査および本調査を実施している(第

12図)。

第 12図小山遺跡全体図



2. 調査成果

( 1 )平成 22年度の調査

平成22年度の小山遺跡の発掘調査は，国庫補助事業として l件の個人住宅建築に係る事前本調査

を実施した(第35次発掘調査)。

第35次調査 第35次調査区は，県知事公舎の北側，遺跡中央部の南に面する緩斜面に位置している。調査地

点の標高は 140m前後をはかる。調査期間は平成 22年7月26日-8月23日で，調査面積は 200ば

である(第 13図)。

調査の結果，縄文時代前期末の竪穴住居跡1棟と調査区全面で縄文時代前~中期を主体とする

遺物包含層を検出した。遺物包含層は北から南に傾斜する斜面に形成されていたが，上層部は耕

作等により撹乱されていた。

(2 )縄文時代の遺構・遺物

R A001竪穴住居跡 (第 14図)

期 前期末葉(併行)時

規

埋

平面形 楕円形 重複関係 なし

検出面 IIb層模 長軸上端3.88m，短軸上端2.89m 掘込面 削平

土 自然、堆積によるもので層相によりA-B層に大別される。

A層一暗褐色土を主体とし スコリア粒を含む褐色土の混入量で3層に細分される。

B層一暗褐色土を主体とし，小塊状の褐色土，粒状の焼土を含む。

炉の状態

援の状態

柱穴

床面中央に熱浸透が希薄な地床炉を確認した。規模は長軸 O.72m，短軸0.45mをはかる。

外傾して立ち上がる。深さは 0.58mをはかる。 床面の状態 ほほ平坦

東壁北寄りで l口検出した。直径0.28m，床面からの深さは O.l8mをはかる。

土 器 (第 15図1-6) 1は口縁直下の垂下隆線に交互刺突文が施される深鉢の口縁部である。 2は

沈線による横位の鋸歯状文が施される深鉢口縁部である。4・5は口縁直下に横位の原体圧痕文

が2条並び，体部に結束羽状縄文を施す深鉢である。6は隆線上に草の種子と見られる原体で疑

縄文を押圧し体部に押圧縄文が施される深鉢の体部である。

(第 15図7) 7は背面右側縁に調整を施す，頁岩製の削器である。石器

遺物包含層 (第 13図)

第35次発掘調査における調査区の基本土層は I-III層に大別される。E層以下は建物基礎の

掘削が及ばないため，精査は行わなかった。

I層一表土-耕作土。E層一黒褐色土を主体とする層。 IIa層は暗褐色土を微量に含み， II b 

層はH音褐色士を少量含む。 IIc層は明るめの暗褐色土をやや多量に含む。

E層一暗褐色土を主体とし 少量の褐色土とスコリア粒を含む。

遺物は Ia，IIa'b層より出土しており， IIc，III層からは出土しなかった。IIa層は前~中

期の遺物が， II b層は中~晩期の遺物が多い傾向にあるが，遺物による明確な層位差は確認さ

れないことから， 一次堆積の包含層ではなく周辺部からの流れ込みによる，二次堆積層と考えら

れる。
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R A001竪穴住居跡出土遺物第 15図



土 器 (第 16 図 1~第 18 図 94) 1は貝殻腹縁文を施す，早期寺ノ沢式の深鉢体部片である。2は口唇

24 

部に縄文が施される深鉢口縁部である。3・4は縄文が施文される深鉢体部で、ある。5・6は地文

に縄文を施文し複合口縁を呈する深鉢口縁部である。 7は横位の原体圧痕が施される深鉢体部であ

る。8・9は隆線上に刻目文を施す深鉢である。8は沈線による鋸歯状文を.9は撚糸文を体部に

施す。 10 ・ 19 は附加条縄文が施される深鉢体部である 。 1l~18 は網目状撚糸文が施される深鉢体部

片である 。 20~26 は体部地文に縄文を施し竹管による沈線で鋸歯状文を施文する深鉢である 。 27

は口縁が波状を呈し体部に竹管による沈線で区画文を施文する深鉢口縁部である。28は口縁から

垂下する陸線文の聞に竹管による沈線で曲線文を施文する深鉢口縁部である。 29は沈線による鋸歯

状丈を施す深鉢体部である。 30は沈線による波状丈を施す深鉢口縁部である。 31は口縁直下に矢羽

状沈線文を施す深鉢口縁部である。32・33は沈線による鋸歯状文が施される深鉢である。34は隆線

上に刻目を施す深鉢体部である。陸線直上には沈線による鋸歯状文が施文されている。 35は隆線上

に原体圧痕が施される深鉢である。36は横位平行沈線文を施す深鉢体部である。37・38は横位平行

沈線文の下に鋸歯状文を施す深鉢である。38は鋸歯状文聞に縦位の短沈線が施文される。39は縦位

の隆線上に刺突文が施文される深鉢体部である。34・35は横位の隆線上に原体圧痕が施文される深

鉢体部である。隆線下には縦位の沈線が充填されている 。 42~45 は縦位の結節縄文が施される深鉢

休部である。 46は体部に結節縄文を施し，複合口縁を呈する深鉢口縁部である。47は横位隆沈線線

文と木目状撚糸丈を施す深鉢体部である。48は竹管による押引文が施される深鉢体部である。49は

原体圧痕による波状文が施される深鉢体部である 。 50~53 は弁状突起を有する深鉢口縁部とその体

部片である。 50は弁状突起下部に交互刺突を施す沈線が巡り その直下に沈線による棒文が施文さ

れる。頚部には刻目が付く横位の隆線が施される。51は弁状突起下部に交互刺突を施文する沈線が

巡っている。54・55は隆線上に縄文を施す深鉢口縁部と体部である。54は三条の沈線文が波状に巡

っている。 56は二条の沈線文が施される深鉢体部である。57・58は隆線上に原体圧痕を施す深鉢体

部と口縁部である。57は隆線下に結節縄文が施されている。 58は原体圧痕による区画文が施文され

ている。 59は4条の沈線による懸垂文が施される深鉢体部である。60は二条の隆線に刺突文が施さ

れる深鉢体部である。61は原体圧痕による文様が施される深鉢口縁部である。62は口縁直下に原体

圧痕と隆線を巡らす深鉢口縁部である。63は原体圧痕による文様が施された深鉢口縁部である。

64・65は沈線による鋸歯状文が施された深鉢体部と口縁部である。66は原体圧痕が施された浅鉢体

部である。67は口縁部下に隆線による波状文を施すキャリバー形深鉢である。68は隆線による波状

文が施されるキャリバー形深鉢の口縁部である。渦巻状の突起を持つキャリバー形深鉢の口縁部で

ある。70は隆沈線による区画文が施される深鉢体部である。71.72は隆沈線が施されるキャリバー

形深鉢の頚部で、ある。-73は渦巻状の突起を持ち原体圧痕のよる文様が施された浅鉢口縁部である。

74は波状口縁を呈する深鉢である。頚部に平行沈線文を巡らし，体部器面には隆沈線による大渦巻

文を 2つ配している。その聞は垂下する有腕渦巻文によって区画されている。 75は口縁部直下に刺

突文を施す深鉢口縁部で，体部には隆沈線による懸垂文が施文される。 76は隆沈線による懸垂文が

施される深鉢口縁部である。 77は隆沈線による区画内に短沈線を充填する深鉢体部である。78は沈

線による U字文が施される深鉢体部である 。 79~82 は同一個体で口縁部に沈線による曲線文を施文

し体部には縦位の撚糸文が施される深鉢である 。 85~87 は沈線文と円形竹管による押引文が施さ

れる深鉢体部である。 88は沈線による玉抱文を施す注口土器口縁部である。 89・90は沈線による玉

抱文を施す鉢体部である。91は口唇部に刻日文を施し口縁部に平行沈線文を巡らす深鉢口縁部であ

る。
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第 17図 遺物包含層出土土器 (2) 
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。 1 : 3 
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88(G1-U23-IIa層)

89(試掘)
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93(Ia層)
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81 (G1-V23-IIa層) 82(G1-V23-IIa層)

94(G2-X1-IIa 層)

。 1・3 10cm 

第 18図 遺物包含層出土土器 (3)
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口
一112(H2-A3-IIa 層)

第 19図 遺物包含層出土石器，土製品

113(G1-V24-IIa層)

。 106-111は1:3 

1 : 2 10cm 



92・93は口唇部に刻目を施す斐口縁部である。93は平行沈線文と縄文が施される。94は刻目を施

す小波状口縁を呈し，口縁部文様帯には朱による列点文が施文される歪である。体部には縄文が施

される。

石 器 (第 19 図 95~111) 95は頁岩製の凹基無茎倣である。先端部に衝撃剥離が観察される。 96は先

端部が欠損した石錐である。97・98は頁岩製に縦形石匙である。背面側縁に調整を施している。 99

は頁岩製の石箆である。両面全周に調整を施している。100は両面側縁に調整を施す頁岩製の削器で

ある。101は腹面下端部に調整を施す頁岩製の削器である。102は背面側縁に調整を施す削器である。

103は背面左側縁に調整を施す削器である。背面には原磯面が残る。104は背面右側縁と腹面左側縁

に顕著に調整を施す削器である。 105 は腹面右側縁に調整を施す削器である 。 106~109 は石錘であ

る。 106は砂岩製で先端部と右側縁に扶りを入れている。 107-109は蛇紋岩製で両端部あるいは両

側縁に扶りを入れている。110は蛇紋岩製の打製石斧である。 111は砂質凝灰岩製の敵石である。側

縁部に敵打痕が観察される。

土製品 (第 19図112. 113) 112はミニチュア土器である。113は板状土偶の左上半身である。中央部

分に縦穴が穿たれている。

3. 総括

第35次調査および過去の成果を踏まえた結果，小山遺跡が立地する段丘縁辺の斜面には縄文時代

~弥生時代中期の遺物包含層が形成されていることが明らかになった。

今回の調査では縄文時代前期~弥生中期の遺物包含層が確認されたが，層位差による土器の時期

区分は明確でなく，また，図示はしていないが土師器等の平安時代の遺物も混入していることから，

周辺部からの流れ込みによる二次堆積層と考えられる。過去の調査において，やはり層位的ではな

いものの縄文時代前期末~中期中葉の遺物が主体となっていることが確認されており，今次調査で

も同様の傾向が確認された。
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N.二又遺跡(第9・10次調査)

1 .遺跡の環境

( 1 )遺跡の概要

位 置 二又遺跡は盛岡市街地より南西約4.2kmの盛岡市下飯岡 1地割 .2地割地内に所在する(第 l

図)。現況は宅地や水田，畑などの農地が主体となっている。遺跡範囲は南北約250m，東西約300

mである。標高は約 127mをはかる。

地 形 雫石川は奥羽山脈から東進し，雫石盆地を形成するが，北上平野に入る直前に鳥泊山と箱ヶ森

に挟まれた北の浦付近で急激に流路が狭められる。この狭窄部を抜け北上川と合流するまでの問，

南岸に沖積面を形成する。この沖積面における雫石川の流路の転換は激しく，過去に何度も大き

く流路が変わったことが確認されている。二又遺跡は，この沖積段丘の微高地上に立地している。

周辺の遺跡 雫石川によって形成された沖積段正上には数多くの遺跡が立地する。縄文~古墳時代までの遺

跡数は少ないが，奈良・平安時代の遺跡数は飛躍的に増加する。 7 世紀後半~8世紀代には太田

蝦夷森古墳群などの末期古墳が築造され，野古A遺跡，台太郎遺跡，百目木遺跡などで竪穴住居

跡が増加する。 9世紀代になると志波城 (803年)や徳丹城 (812年)が造営され，周辺の集落は

律令体制下に組みこまれていく。 9世紀後半，志波城・徳丹城が廃城となり，その機能が胆沢城

に集約されるとさらに周辺集落の数は増加する。

(2)過去の調査

二又遺跡の発掘調査は，平成8年度以降これまでに本調査3件，試掘調査5件を実施している。

その結果，古代の竪穴住居跡 10棟，土坑 10基，溝跡l条を確認している(第20図)。

次数 所在地 調査原因 面積 期間 検出遺構・遺物

l 盛岡市下飯岡1-54 個人住宅建築 100ぱ
96.04.03 

平安時代竪穴住居跡
96.05.02 

2 盛岡市下飯岡 l地割地内 排水管敷設 230m' 
97.11.17 平安時代竪穴住居跡、土坑、溝跡
97.12.11 土師器須恵器

試3 盛岡市下飯岡1-49-2 個人住宅建築 98ぱ 99.06.11 平安時代竪穴住居跡(保存)

試4 盛岡市下飯岡1-83 農作業小屋建築 49.6m' 03.04.07 遺構・遺物なし

5 盛岡市下飯岡1-35-1 個人住宅建築 77m' 
03.09.01 平安時代竪穴住居跡、溝跡
03.09.18 時期不明溝跡土師器須恵器

試6 盛岡市下飯岡1-21-2、21-6 個人住宅建築 37m' 04.03.04 平安時代竪穴住居跡(保存)

試7 盛岡市下飯岡1-44 個人住宅建築 116ぱ 04.04.06 平安時代竪穴住居跡(保存)

試8 盛岡市下飯岡1-34 個人住宅建築 118ぱ 08.10.26 溝跡l条(近現代以降)

9 盛岡市下飯岡1-59-9 個人住宅建築 500ぱ
10.05.06 平安時代竪穴住居跡、竪穴状遺構
10.06.10 土坑、土師器、須恵器

10 盛岡市下飯岡1-55-1 農業用倉庫建築 40m' 
10.06.04 平安時代竪穴住居跡
10.06.09 土師器、須恵器

第5表二又遺跡調査成果一覧
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調査成果2. 

二又遺跡第9次調査、、j
J

4

・・・
，，E
E

、、

として個人住宅新第9次調査区は遺跡中央部に位置する。市内遺跡群発掘調査事業(国庫補助)

築の試掘調査を実施した結果，現地表面下約 25~40cmで、遺構が検出されたため，

調査に切り替えて精査を行った。調査期間は平成22年5月6日から6月10日まで行い，調査面積

申請範囲の全面本

(第 21図)。

検出された遺構は平安時代の竪穴住居跡3棟，

は500ばである

土坑3基である。
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二又遺跡第9次調査区全体図

1 : 200 。

第21図
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(2 )古代の遺構・遺物

RA007竪穴住居跡 (第22図)

位 置 調査区北東 平面形方形 主軸方向 E25
0 S 

規 模 南北3.25mX東西3.36m

重複関係 なし 掘込面削平 検出面 褐色シルト層上面

埋 土 自然、堆積によるものである。 A~B層に大別される 。

A層 黒色士を主体に黄褐色シルトを粒~塊状に含む。 2層に細別される。

B層一黒褐色土を主体に黄褐色シルトを粒状に多量に含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さは O.l7~0.25mで，外傾して立ち上がる 。

床の状態 床面はほぼ平坦で、ある 。 層厚 O.03~0.29mの構築土 (L 1層)で，黒褐色土に黄褐色シル トを粒~

塊状と火山灰を少量含む。L2層は黒褐色土に黄褐色シル トを塊状に大量に含む。

かまど かまどは東壁北寄りに位置し煙道平面形は溝状で，底面は住居の床面から一段高い構造を呈す

る。煙道内にはかまど崩壊土(J層)が堆積している。煙道の規模は基底部中央から煙出しの先端

までの長さが1.25m，幅0.29m，深さは O.07mをはかる。煙出は検出されなかったが，削平された可

能性がある。

燃焼部 かまど基底部は南側のみが残存する。褐色土を主体とする，暗褐色シル トとの混合土 (K層)で

構築されている。規模は長さ O.54m 幅O.l8m，高さ O.l2mをはかる。火床面はみられない。住居

廃絶後に多量の遺物を意図的にカマド内に廃棄している。

ピ ッ ト ピットは床面上でl口検出した。床面からの深さはP1 -0.27mである。ピット内の埋土 (B層)

は暗褐色土を主体に粒一塊状のにぶい黄褐色シルトを多量に含む層である。

遺 物(第 25 図 1~第 26 図 12 ) 1は土師器の杯である。内面にミガキが施されていたと考えられる

が，ほほ磨滅している 。 2~4 はあかやきの杯である 。 いずれも底部は回転糸切で無調整である 。

5は土師器の杯である。内側は黒色処理後へラミガキが施されている。7はあかやきの球胴歪であ

る。外面にヘラケズリが施されている 。 煤が付着している。 8~1l は須恵器の翠である。 8 .9 は

同一個体で外面に平行タタキ(一部格子目状)が施されている。1O~12 は外面に平行タタキがみら

れる。

RA008竪穴住居跡(第23図)

位 置 調査区南東 平面形方形 主軸方向 N30
0 E 

規 模 南北4.2mx東西4.4m

重複関係 なし 掘込面削平 検出面 褐色シル ト層上面

埋 士 自然堆積によるものである。 A~C層に大別される 。

A層一黒褐色土を主体に褐色シル トを粒状に少量含む。

B層一暗褐色土を主体に褐色シルトを粒~塊状に含む。

C層一黒褐色土を主体に黄褐色シルトを粒~塊状に含む。 4層に細別される。 C1層とC3層は

火山灰を少量含み， C 3層は褐色シル トの割合が若干多い。

壁の状態 検出面から床面までの深さは 0.25~O.35m，外傾して立ち上がる 。

床の状態 床面はほぼ平坦である。層厚 O.03~O.l5mの構築土 (L層)で，褐色シルトに黒褐色土を粒状に含

む混合土である。
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かまど かまどは北壁東寄りに位置し煙道平面形は溝状である。底面は住居の床面から一段高い構造を

呈するが，撹乱によりほとんど残存していない。煙道内にはかまど崩壊土(J層)が堆積している。

J層は黒褐色士と黒色土を主体とし，塊状の黄褐色シルトや粒~塊状の焼土を少量含む。混入土の

割合により 7層に細別される。残存している煙道の規模は，基底部中央から煙出しまでの長さが0.95

m. 幅0.24m.検出面から煙出し底面までの深さは O.l7mである。

燃焼部 かまどの基底部は角磯・円礁などを心材として構築し褐色シルトを主体とする黒色士の混合士

(K層)で、石組み部を覆っている。西側基底部の規模は，長さ 0.51m.幅O.l7m.高さ 0.24mをはか

り，東側基底部は，長さ 0.56m.11層O.l8m.高さ 0.20mで、ある。基底部および天井部は被熱している

ものの底面にはほとんど火床面は認められない。底面中央部に意図的に逆さまにした高台付あかや

き杯を重ねて置いてある。

貯蔵穴 貯蔵穴は床面上で2口検出した。貯蔵穴 lの口縁は1.15m.深さは O.77mで、ある。貯蔵穴1内には

かまどの崩壊士 (J1層)が流れ込んでおり，その後住居の埋土が堆積している。貯蔵穴2は東壁

面を扶るように造られている。埋土 (D層)は黒褐色土を主体とし，粒~塊状の褐色シルトを少量

と微量の焼土を含む。

遺 物(第 27 図 1~15) 1~4 はあかやきの高台付杯である。 1~3 は口縁部が外反し，厚さ1.5~2cm

ほどの柱状高台が付いている。 4 はハの字に聞くリング状の高台が付く。 5~9 はあかやきの杯で

ある。底部は回転糸切の無調整である。 5 は磨滅しており，ゆがみもみられる。 10~15 は土師器の

杯である。 10は内面に黒色処理の後ヘラミガキが施され，外面はロクロ成形の後，部分的にヘラミ

ガキがみられる。 11は内外に黒色処理とへラミガキが施されている。底部は回転糸切の無調整であ

る。 12は，内外面に黒色処理とへラミガキがみられる。 13は，内面に黒色処理の後ヘラミガキが施

されているが，磨滅が著しい。外面もヘラミガキがみられる。底部はヘラケズリが施されている。 14

は内面の黒色処理の後ヘラミガキを施している。 15は内面に黒色処理の後ヘラミガキがみられる。

RA009竪穴住居跡(第24図)

位 置 調査区南東 平面形方形 主軸方向 ほほ北

規 模 南北2.75mx東西2.62m

重複関係 なし 掘込面削平 検出面褐色シルト層上面

埋 土 A層以外は自然堆積によるものである。 A~C層に大別される。

A層 黒褐色土を主体に褐色シルトを粒~塊状に含む。人為堆積。

B層一黒褐色土を主体に黄褐色シルトを粒~塊状に少~多量含む。 3層に細別される。

C層一褐色シルトを主体に黒褐色土を粒状に少量含む

壁の状態 検出面から床面までの深さは 0.25~0.35mで，外傾して立ち上がる。

床の状態 床面はほぼ平坦で、ある。構築土 (L 層)の厚さは 0.01~O.l6mで，暗褐色シルトに黒色土と褐色シ

ルトを塊状に微量に含む。

かまど かまどは東壁中央に位置し煙道は中間部分が削平されているが割り貫きのトンネル状である。
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断面は不整円形を呈し，底面は煙出しに向かつて緩やかに傾斜している。煙道内にはかまど崩壊土

(J層)が堆積している。 J層は黒色土と暗褐色土を主体とし，塊状の褐色シルトや焼土，微量の炭

化物を含む。混入土の割合により 5層に細別される。煙道の規模は燃焼部から煙出しの先端までの

長さが1.65m.幅0.25m.底面から天井までの高さは 0.24m.検出面から煙出し底面までの深さは

0.47mをはかる。



(K層)で構築されかまど基底部は南側のみ残存し褐色シルトを主体とする黒色土との混合土燃焼部

高さ 0.23mをはかる。火床面は0.33x0.25mの範囲で，熱長さ 0.59m，幅O.l7m，ている。規模は，

浸透層の厚さは0.02mである。

ピットは床面上で4口検出した。それぞれの床面からの深さはP1 -0.22m， P 2 -0.814， P 3一

P 4 -0.30 である 。 Pl ~ 3 の埋土 ( B 層)は暗褐色土を主体に粒状の焼土と炭化物を含む層0.l7， 

卜ピッ

である。 P4の埋土 (D層)は，黒褐色土を主体に焼士を粒状に少量含む。

lは須恵器の均二である。底部は回転糸切の無調整である。2・3は土師器の杯で

4層に細別される。

物(第31図1~ 3) 、車

1豆

内面に黒色処理の後ヘラミガキが施され，外面はロクロ成形のち部分的にヘラミガキ2はある。

4は土師器の歪である。外面3は内外に黒色処理とへラミガキが施されている。が施されている。
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1 u(カマ ド K7-G3-J層)

11 (K7-F3ーJ2層)

12(カマド K7-G3-J層)

1 : 3 10cm 

第26図 R A007竪穴住居跡出土遺物 (2)
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1 (K7ーF8ー床面) 2(K7-F8ー床面) 3(貯蔵穴2-K7-F9-D層)

¥十戸、〆ミク
4(K7-F8ー床面) 5(K7-F8ーJ4膚) 6(貯蔵穴1-K7-F9-J，層)

三 ゲ モ「二戸勺チ〆
7(貯蔵穴2-K7ーF9-B層) 8(貯蔵穴1 K7-F9-J，唐) 9(貯蔵穴1 K1-F9ーJ，層)

三 三戸 12(K7-F9ーJ，層)

10(貯蔵穴1-K7ーF9ーJ1層) 目 1(K7ーF8ー床面)

\事/ミ~\三』"，
13(K7-F9ーC層)

。 1 : 3 10cm 

第 27図 R A008竪穴住居跡出土遺物
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RE001竪穴跡(第28図)

位 置 調査区北西 平面形 方形か 重複関係 RE005を切る。

規 模 東南西北2.40mx南東一北西 1.83m以上(調査区外)

掘込面 削平 検出面 褐色シル ト層上面

埋 土 自然堆積に よ るものである。 A~ D層に大別 される。

A層一黒褐色土を主体に褐色シルトを粒状に微量に含む。2層に細別される。

B層 黒色土を主体に褐色シルトを粒~塊状に含む。

C層 H音褐色土を主体に褐色シル トを粒~塊状に多量に含む。

D層一黒褐色土を主体に褐色シルトを粒~塊状に少量含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さは O.29~0.37mで，外傾して立ち上がる。

床の状態 層厚 O.Ol~O.04mの構築土 ( L 層)で，黄褐色シルトに黒褐色土を粒状に含む混合土である 。

遺 物(第31図5) 5はあかやきの杯である。底部は回転糸切り無調整である。

RE002竪穴跡 (第29図)

位 置 調査区北西 平面形 方形 重複関係 なし

規 模 東南一西北2.l3mx南東一北西2.00m

掘込面 削平 検出面 褐色シルト層上面

埋 土 自然堆積によるものである。 A~B層に大別 される。

A層 黒色土を主体に褐色シルトを粒状に多~少量含む。3層に細別される。A1層は白色火山

壁の状態

床の状態

灰を粒状に少量含む。

B層一黒色土を主体に褐色シル トを粒~塊状に含む。

検出面から床面までの深さは O.l9~0.26mで，外傾して立ち上がる。

層厚 O.0l~O.09mの構築土 ( L 層)で\黄褐色シルトに黒褐色土を粒状に含む混合士である。

遺 物 (第31図6) 6は底部回転糸切り無調整のあかやきの杯である。磨滅が著しい。

RE003竪穴跡(第29図)

位 置 調査区北西 平面形 方形か 重複関係 なし

規 模 東南一西北 1.75mX南東ー北西O.82m以上(調査区外)

掘込面 削平 検出面 褐色シルト層上面

I里 土 自然堆積によるものである 。 A~ B層に大別される 。

A層一黒褐色土を主体に褐色シルトを粒状に少量含む。

B層一黒色土を主体に褐色シルトを粒状に少量含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さは O.l7~O.24mで，外傾して立ち上がる。

床の状態 層厚 O.03~O.lOmの構築土 ( L 層)で，暗褐色シルトに褐色シル ト を粒状に含む混合土である 。

遺 物 図示していないが平安時代の土師器・ 須恵器 ・あかやき土器片が出土している。

RE004竪穴跡(第29図)

位 置 調査区北西 平面形 方形か 重複関係 なし

規 模 南東一北西 1.94mX東南一西北l.llm以上(東側撹乱，西側調査区外)

掘込面 削平 検出面 褐色シルト層上面

I里 土 自然堆積によるものである 。 A~C層に大別される 。
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A層一黒褐色土を主体に黄褐色シルトを粒~塊状に少量に含む。

B層一黄褐色シルトを主体に黒褐色土を粒~塊状に含む。

C層一黒色土を主体に黄褐色シルト を塊状に多量に含む。

検出面か ら床面までの深さは O.34~O.47mで，外傾して立ち上がる 。壁の状態

床の状態 層厚 O.04~O.l2mの構築土 ( L層)で\黄褐色シル ト に黒色士を粒~塊状に含む混合土である 。

遺 物(第31図7・8) 7・8はあかやきの杯である。底部は回転糸切り無調整である。

RE005竪穴跡 (第28図)

位 置 調査区北西 平面形方形か 重複関係 REOO 1に切られる。

規 模 東南一西北1.14m(調査区外) x南東一北西O.86m以上(調査区外)

掘込面 削平 検出面褐色シルト層上面

埋 士 自然、堆積によるものである。 A~B層に大別される 。

A層一黒褐色士を主体に褐色シルトを粒状に多~少量含む。 2層に細別される。

B層一黒褐色土を主体に褐色シルトを粒~塊状に含む。2層に細別される。

壁の状態 検出面から床面までの深さは O.42~0.45mで，外傾して立ち上がる 。

床の状態 層厚 O.02~O.l2mの構築土 ( L 層)で\黄褐色シル ト に黒褐色土を含む混合土である 。

遺 物 図示していないが平安時代の土師器・あかやき土器片が出土している。

R 0003土坑 (第30図)

位 置 調査区北西 平面形 円形 重複関係 なし

掘込面 削平 検出面褐色シルト層上面

埋 土 自然堆積によるものである。 A~B層に大別される 。

A層一黒褐色土を主体に褐色シルトを粒状に少量に含む。

B層ー褐色シルトを主体に黒褐色土を粒状に含む。

規模

壁の状態 検出面から床面までの深さは O. 1O~O.l9mで，外傾して立ち上がる 。

床の状態 ほほ平坦で、ある。

直径O.67m

遺 物(第31図9) 9は土師器の高台付杯である。内外面に黒色処理の後ヘラミガキが施されている。

R 00 0 4土坑(第30図)

位 置 調査区北西 平面形 楕円形 重複関係なし

規 模 長軸 1.51m 短軸O.93m 掘込面 削平 検出面褐色シルト層上面

埋 土 自然堆積によるものである。2層に細別される。Al層は黒褐色土を主体として粒~塊状の褐色

シルトを多量に含み， A2層は褐色シルトに黒褐色土を含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さは O.1O~O.28mで，外傾して立ち上がる 。

床の状態 ほほ平坦で、ある。

遺 物 図示していないが平安時代の土師器・須恵器・あかやき土器片が出土している。
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第29図 R E002~004 竪穴跡

R 01005士坑 (第30図)

位 置 調査区北西 平面形 楕円形 重複関係 なし

検出面 褐色シル ト層上面規 模 長軸1.42m 短軸0.73m 掘込面削平

埋 土 自然堆積によるものである。黒色土を主体に黄褐色シル トを含む層で.3層に細分される。Al・

A3層は粒状に少量含み A2層は塊状に多量に含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さは033-035mで，外傾して立ち上がる。

床の状態 ほほ平坦である。

遺 物 図示していないが平安時代の土師器片が出土している。

R 0006土坑 (第30図)

位 置 調査区南 平面形楕円形 重複関係 撹乱に切られる。

規 模 長軸1.66m以上 短軸 1.07以上掘込面削平 検出面 褐色シルト層上面

埋 土 自然堆積によるものである。黒褐色土を主体に黄褐色シル トを含む層で. 2層に細分される。

Alは粒状に少量含み. A2層は粒~塊状に含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さは OJO-OJ8mで，外傾して立ち上がる。
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ほほ平坦である。床の状態

ピットは床面上で1口検出した。床面からの深さはP1 -O.43mで、ある。ピット内の埋土(A3層)

10~14 はあかやきの杯である。 15 は土師器の高台付杯である。内面は黒色処

理の後ヘラミガキを施している。外面はロクロ痕がみられる。 16は土師器の小型杯である。内外面

卜

は黒色土を主体に粒~塊状の褐色シルトを少量含む層である。

物(第31図 10~21) 

ピッ

遺

に黒色処理の後ヘラミガキが施されている。 17~21 は土師器の杯である。 17 は内面に黒色処理の後

ヘラミカキを，外面はロクロを使用した後ヘラミガキを施している。 18~21 は，内外面に黒色処理

の後ヘラミガキを施している。

ピットは調査区内から 3 口 (P1~P3) 検出されている。埋土は黒褐色土を主体ピット群(第21・30図)

として褐色シルトを少量~多量に含む。 P2， P 3には柱痕跡が認められる。いずれのピットからも

P 3 -O.23m。

@ 

P 2 -O.37m ピットの深さである。 P1 -O.24m， 

@ 

遺物は出土していない。以下，
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第31図 RA009竪穴住居跡、 RE001・002・004竪穴跡、 R0003・006土坑出土遺物
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(3 )二又遺跡第 10次調査

第 10次調査区は遺跡東側に位置する(第20図)。市内遺跡群発掘調査事業(国庫補助)として農業

用倉庫建築部分の試掘調査を実施した結果，現地表面下約 30~40cmで、遺構が検出されたため，遺構該

当部分の精査を行った。 調査期間は平成 22 年 6 月 4 日 ~6 月 9 日まで行い，調査面積は 40rríである 。

検出遺構 検出された遺構は平安時代の竪穴住居跡2棟である。竪穴住居跡からは，土師器や須恵器，あか

やき土器などが出土している(第32図)。

(4 )古代の遺構・遺物

RA010竪穴住居跡 (第33図)

位 置 調査区東 平面形 方形 主軸方向 ほほ南

規 模 東西2.94mx南北3.65m 重複関係 RAOllを切る。

掘込面 削平 検出面褐色シルト層上面

埋 士 自然堆積によるものである。 A~C層に大別される 。

A層一黒褐色土を主体に褐色シル トを粒状に少量含む。

B層一黒褐色土を主体に褐色シルトと黄褐色シルトを粒~塊状に含む。

C層一黒褐色土を主体に粒状の黄褐色シル トとカーボン，焼士を含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さは O.l9~0.25m，外傾して立ち上がる 。

床の状態 層厚 0.02~O.l3mの構築土( L層)で，褐色シルトに黒褐色土を粒~塊状に多量に含む混合土である 。

かまど かまどは南壁東端に位置している。煙道は削平により残存していない。

燃焼部 かまど基底部は西側が少し削平されているものの，残存している。黄褐色シルトに黒褐色土を微

量に含む混合土 (K層)で構築している。規模は，長さ 0.60m，幅0.21m，高さ O.llmをはかる。火

床面は 0.21xO.31mの範囲で、拡がる。

ピ ッ ト ピットは床面上でl口検出した。床面からの深さはP1 -0.23mで、ある。ピット内の埋土 (C層)は

黒褐色土を主体に粒状の黄褐色シルトを含む層である。2層に細別され， C2層には焼土を少量含む。

0
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第32図 二文遺跡第 10次調査区全体図
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遺 物 (第35図1~ 1 0) 1 はあかやきの高台付杯である 。 柱状の高台が付く 。 磨滅している 。 2~6 は

あかやきの杯である。底部は回転糸切の無調整である。 2.3は，磨滅しているが煤が付着してい

ることが確認できる。7は土師器の高台付杯である。内面に黒色処理が施され，外面はヘラミガキ

がみられる。底部は菊花文が施されている。 8はあかやきの歪である。内面はヘラナデ，外面はヘ

ラケズリが施されている。9は土師器の聾である。口縁部にはユピナデ，内外面はヘラケズリが施

されている。10は須恵器の大歪である。外面には平行タタキが施されている。

R A 0 1 1竪穴住居跡 (第34図)

位 置 調査区東 平面形方形 主軸方向 ほぼ西

規 模 南北 3.28mX東西0.90m以上

重複関係 RA010に切られる。 掘込面 削平 検出面 褐色シルト層上面

埋 土 自然、堆積によるものである。 A~B層に大別される 。

壁の状態

床の状態

かまど

A層一黒褐色土を主体に褐色シルトを粒状に含む。2層に細別される。

B層一黒褐色土を主体に多量の黄褐色シル トと少量の焼土を含む。

検出面から床面までの深さは O.l6~0.21m ， 外傾して立ち上がる 。

層厚 0.03~0.23mの構築土 ( L 層)で，黄褐色シルトに黒褐色土と暗褐色土を粒状に含む混合土で

ある。

かまどは西壁中央に位置している。RA010に切られて火床面から煙道の途中までは残存して

いないが，煙道平面形は割り貫きのトンネル状で，煙出しに向かつてゆるやかに傾斜している。煙

道内にはかまど崩壊土(J層)が堆積している。C1・2層は黒褐色土主体に黄褐色シル トを含む層

である。D層は黒褐色土に褐色シルトを少量含む。残存部分から煙出しの先端までの長さが 1.15m，

幅 0.42m，底面から天井までの高さは 0.20m，検出面から煙出し底面までの深さは 0.30mをはかる。

燃 焼部 かまど基底部火床面共に残存していない。 ピ ッ ト なし

遺 物 (第35図 11・12) 11は須恵器の杯である。 12はあかやきの長胴聾である。内外面にロクロ痕が

みられ，外面には煤が付着している。
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第 35図 R A010 ・011竪穴住居跡出土遺物
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3. 総括

今回の調査の結果，第9・10次調査合わせて平安時代の竪穴住居跡5棟，竪穴跡5棟，土坑4基

が確認された。

竪穴住居跡 竪穴住居跡の規模は概ね，一辺が3~4m範囲におさまるものである 。 カマドの向きは一定では

なく，東西南北全ての方位に構築されている。竪穴住居跡からは，須恵器大婆 ・杯，あかやき土器

杯・蓋，土師器杯などが多数出土している。RA007のカマド周辺には，須恵器大華や杯などが意図

的に廃棄されている。また.RA008のカマド燃焼部には杯が数個体重ねて埋納した状態で出土して

いる。これらは住居廃棄の際の儀礼的行為と考えられるが，住居によって廃棄方法や土器の器種に

違いがある。

竪穴跡 カマドを持たない竪穴跡は 第9次調査区の北西部に集中して確認された。一辺が2m前後の方

形で，床面積は4ぱを前後の小形なものである。出土遺物は竪穴住居跡ほど多くはないが，あかや

き土器の杯が出土している。土器以外の出土遺物も無く，床面に地床炉等も確認されていないこと

から用途は不明である。

出土遺物 これまでに二又遺跡で出土した遺物は. 9世紀中~後半に属するものが主体を占めている(盛岡

市教委2005)。しかし RA008竪穴住居跡より出土した土器は，これまでに出土したものとは異な

る特徴を備えている。

第 27 図 1 ~3 のあかやき土器の杯の高台は，底部の厚みが1.5~2.0cm. 所謂，柱状高台と呼ばれ

るものである。市内では中津川流域に位置する，堰根遺跡などで同様の高台杯が出土しており .10 

世紀中~後葉に比定されている。堰根遺跡では第27図10のような内黒土師器の高台が低い三角高

台杯も出土しており，やはり 10世紀中~後葉に出現するものとされている。また.RA008から出土

した土器は，須恵器の土不や大聾などは姿を消して，あかやき土器と土師器が主体を占めている。 10

世紀以降は須恵器窯業生産が衰退することが指摘されていることや(金ヶ崎町教委2012).出土した

土器の特徴から.RA008竪穴住居跡は 10世紀中~後葉の年代が考えられる。その他の遺構から出土

した土器も全体的に杯の底径が小形化(6cm以下)する特徴が見て取れることから，やはり 10世紀

代に近い年代が想定されるのではないだろうか。

遺跡の全体像 今回の調査では，これまで、事例が少なかった10世紀代の竪穴住居跡を確認することができた。

二又遺跡は県道拡幅に伴い，岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター(以下，県埋文)でも平成

23・24年度に，今次調査区の隣接地を約6.000rrl調査実施している。今回と同様に，平安時代の竪穴

住居跡や大形の掘立柱建物跡などが確認されている(岩手県文化振興事業団 2012)。今後， 県埋文か

ら刊行される調査報告と合わせると，遺跡全体の様相と竪穴住居など遺構の時期変遷が明らかにな

ると考えられる。

[51用・参考文献]
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団埋蔵文化財調査報告書第603集
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写真図版



第1図版

西黒石野遺跡第 13次調査区全景 (北から)

西黒石野遺跡第 13次調査区全景 (西から)
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第2図版

西黒石野遺跡第 13次調査 RA003竪穴住居跡 (西から)

西黒石野遺跡第 13次調査 RA003竪穴住居跡(東から)
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第3図版

4 

西黒石野遺跡第 13次調査 RA003竪穴住居跡 出土遺物

• 

‘ 

西黒石野遺跡第 13次調査遺物包含層出土遺物
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第4図版

， ， 

、、一~尉4

西黒石野遺跡第 13次調査 RD1002・1003士坑出土遺物

。。。。。。。。。。。

西黒石野遺跡第 13次調査 RD1 002~1 01 0土坑出土遺物
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第5図版

小山遺跡第35次調査区

小山遺跡第 35次調査 R A001竪穴住居跡(南から)
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第6図版

小山遺跡第 35次調査 R A001竪穴住居跡出土遺物

司b

， 

小山遺跡第35次調査遺物包含層出土遺物(1 ) 
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第7図版

小山遺跡第 35次調査 遺物包含層出土遺物 (2)

小山遺跡第35次調査遺物包含層出土遺物 (3) 
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第8図版

小山遺跡第35次調査遺物包含層出土遺物 (4) 

小山遺跡第35次調査遺物包含層出土遺物 (5) 
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第9図版

小山遺跡第35次調査 遺物包含層出土遺物 (6) 

小山遺跡第35次調査遺物包含層出土遺物 (7)
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第 10図版

ニ又遺跡第9次調査区北全景 (西から)

二又遺跡第9次調査区南全景 (西から)
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第 11図版

二又遺跡第9次調査 R A007竪穴住居跡 (西から)

二又遺跡第9次調査 R A007竪穴住居跡 遺物出土状況(西から)
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第 12図版

二又遺跡第9次調査 R A008竪穴住居跡(南から)

二又遺跡第9次調査 R A008竪穴住居跡 遺物出土状況(南から)
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二又遺跡第9次調査 R A007竪穴住居跡出土遺物

品/
子J

二又遺跡第9次調査 R A008・009竪穴住居跡出士遺物

第 15図版
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第 16図版

tJ J 
晴 ....... 

二又遺跡第9次調査 R E001・002・004竪穴跡、 RD003・006土坑出土遺物

二又遺跡第 10次調査 R A010・011竪穴住居跡出土遺物
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ふりカf な ふりがな コード 調査面積

所在 地
北緯 東経 調査期間

ロf
調査原因

所収遺跡名 市町村 遺跡番号

い岩わ手て!県?人感もりお岡か市し 39' 141' 第 13次

に西し黒〈ろ石いし野の遺いせ跡き
黒くろ石いし野の2ち丁ょう目め 44' 08' 2010.06.10~ 350 個人住宅建設

16" 47" 2010.06.29 

岩いわ手てけ県ん盛もりお岡か市し 39' 141。 第 35次
ニやまいせき
小 山遺 跡 ひ東がしな中か野のら町よう17 41' 10' 2010.07.26~ 200 個人住宅建設

31" 40" 2010.08.23 
3201 

第9次

2010.06.01 ~ 500 個人住宅建設

岩いわ手てけ県ん盛もりお岡か市し
39。 141' 

ふた また い せ跡き 2010.06.10 
二又 遺 下しも飯いいお岡かl地ちわ割り 40' 07' 

第 10次
19" 06" 

2010.06.04~ 40 農業用倉庫建築

2010.06.09 

所収遺跡名 種目IJ 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

竪穴住居跡 l 縄文時代前期の竪穴住居
西黒石野遺跡 縄文時代 縄文時代前期土器，石器

集落跡 土 坑 4 跡と近世の土坑墓を確認
第 13 次

近世以降 土 坑 10 陶磁器，古銭，煙管，鏡，老年 した。

小 山遺跡 縄文時代前期~弥生時代 縄文前期~弥生中期の遺
集落跡 縄文時代 竪穴住居跡 l 

第 35 次 中期土器，石器 物包含層を確認した。

竪穴住居跡、 3 
土師器，須恵、器二又 遺跡

竪穴跡、 5
第 9 次 あかやき土器 遺跡、内の古代集落の広が

集落跡、 平安時代 土 坑 3

土師器，須恵器
りを確認した。

二又 遺跡
竪穴住居跡 2 

あかやき土器第 10 次
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